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先
日
、
早
朝
に
強
い
揺
れ
が

30
秒
ほ
ど
続
き
目
が
覚
め
ま
し

た
。

　

急
い
で
テ
レ
ビ
を
つ
け
る

と
、
震
源
は
宮
城
県
沖
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
６
・
１
、
震
度
４
、

津
波
の
心
配
は
無
い
と
い
う
こ

と
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
４

カ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、
余
震

は
相
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
ま

す
。
体
に
感
じ
な
い
地
震
は
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
起
こ
っ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
こ
こ
数
日
は

比
較
的
強
い
揺
れ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
復

興
事
業
の
一
つ
、
防

災
集
団
移
転
促
進
事

業
に
つ
い
て
近
況
を

報
告
し
ま
す
。

　

防
災
集
団
移
転
促

進
事
業
と
は
、
津
波

が
到
達
し
な
い
高
台

へ
集
落
を
移
転
す
る

事
業
で
す
。

　

南
三
陸
町
に
は
、

大
小
含
め
て
23
の
漁

港
が
あ
り
、
漁
港
ご

と
に
集
落
が
形
成
さ

れ
、
漁
港
を
中
心
と
し
た
な
り

わ
い
と
生
活
が
営
ま
れ
て
い
ま

し
た
が
、
津
波
に
よ
り
全
て
の

漁
港
が
被
災
し
ま
し
た
。

　

漁
船
や
養
殖
棚
は
流
さ
れ
、

漁
港
施
設
は
津
波
に
よ
る
被
災

や
、
地
盤
沈
下
な
ど
に
よ
り
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

漁
港
周
辺
の
家
屋
に
つ
い
て
も

流
出
や
浸
水
に
よ
り
、
住
め
る

状
態
で
は
な
く
な
り
、
現
在
は

仮
設
住
宅
な
ど
で
生
活
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

南
三
陸
町
で
は
、
こ
れ
か
ら

の
復
興
と
併
せ
た
津
波
対
策
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
教
訓

を
踏
ま
え
た
「
安
全
な
場
所
に

住
む
」
と
い
う
考
え
を
大
き
な

柱
に
し
て
、
高
台
に
宅
地
を
造

成
し
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
居
住
地
の
確
保
を
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
段
階
的
に
用
地
買
収

を
行
い
、
宅
地
造
成
を
行
っ
て

い
き
ま
す
が
、
工
事
が
終
了
す

る
ま
で
に
は
１
年
以
上
、
家
屋

の
建
設
に
は
さ
ら
に
数
カ
月
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
家
屋
が
建

つ
ま
で
に
は
早
く
て
も
２
年
以

上
掛
か
り
ま
す
。

　これまでは、国民年金保険料を納め忘れたまま
２年間経過すると、保険料を納めることができま
せんでした。しかし、今年の10月から３年間に限
り、過去10年以内の納め忘れた保険料を納付す
ることができる「後納制度」が始まります。
　過去10年以内の保険料を納めていただくこと
で、将来の年金額を増やしたり、年金の受給権に
つなげることができるようになります。 ご自身
の年金記録については、年金事務所またはお近く
の市役所各支所でご確認ください。

　後納制度は事前申し込みが必要ですが、審査の
結果、後納制度による納付をご利用いただけない
場合があります。詳しくは「国民年金保険料専用
ダイヤル」にお尋ねください。

復
興
へ
の

〜
東
日
本
大
震
災
災
害
派
遣
レ
ポ
ー
ト
〜
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原
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遣
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被災した漁業集落

教えて！国民年金 国民年金保険料後納制度が始まります

問 国民年金保険料専用ダイヤル
　 ☎０５７０（０１１）０５０
　 日本年金機構諫早年金事務所
　 ☎０９５７（２５）１６６６
　 南島原市 保険年金課  ☎050（3381）5039
　 または 各支所

　先月号に引き続き島原半島のはじまりを紹介します。
　430万年前からはじまった火山活動は次第に島原半島南部から北
部へと移っていきます。
　今月は、その移り変わりの途中でできた 「国崎安山岩」を紹介し
ます。

　約150万年前、島原半島南部には安山岩と呼ばれる、やや
粘り気のある溶岩を噴出する火山がありました。この火山の
噴火による溶岩が、初期の島原半島を形作っていくことにな
ります。
　現在その火山は、海中に沈み見ることはできませんが、火
山噴火跡の厚い溶岩流や土石流の地層、地形は、雲仙市南串
山町国崎半島の海岸で見ることができます。
　次回は、九州の大噴火／雲仙噴火のはじまりと題し、“原城
と龍石海岸”をお届けします。

　島原半島を訪れる観光客と接する機会の多い
お店（事業所）の人を対象にジオパークの基礎知
識について講習します。
　「ジオパークって何だろう？まだよく分からな
い･･･」という人は、ぜひ参加していただき、島
原半島世界ジオパークのＰＲにご協力ください。

※いずれかの都合の良い日に受講してください。

と ９月６日㈭ ありえコレジヨホール  大会議室
と ９月10日㈪ 雲仙市 吾妻町ふるさと会館 研修室１
と ９月19日㈬ 島原市 霊丘公民館  大ホール
●時間／各会場とも午後２時から午後３時15分まで

対 島原半島内に店舗・事業所などを有する人および従業員
※受講者は、島原半島ジオパークサポーターとして認定し
　ます（認定証とのぼり旗などを交付します）

●講師／寺 井　邦 久 氏 または
　　　　大 野　希 一（島原半島ジオパーク事務局専門員）

問 島原半島ジオパーク推進連絡協議会
　 島原市平成町１－１　雲仙岳災害記念館内
　 ☎0957（65）5540　FAX 0957（65）5542
　 E-mail： info@unzen-geopark.jp

島原半島世界ジオパークサポーター講座

国崎安山岩

国崎安山岩（南串山町）

Part②

つなごう未来へ！島原半島世界ジオパーク

島原半島世界ジオパークを
楽しむために


